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① 品質低下の防止（１７種類）
抗酸化剤、防かび剤など

② 栄養成分の補給（９６種類）
アミノ酸、ビタミン、ミネラルなど

③ 栄養成分の有効利用（４７種類）
酵素、生菌剤、有機酸など

穀 類： とうもろこし、米、大麦、小麦など
そうこう類： ふすま、米ぬか、コーングルテンフィードなど
植物性油かす類： 大豆油かす、なたね油かすなど
動物質性飼料： 魚粉、肉粉、脱脂粉乳、動物性油脂など
そ  の  他： アルファルファ、ビートパルプなど

飼料

飼料とは？

〇一般的には・・・
・飼料とは、一種以上の栄養素を含み、家畜に口から与えることにより、栄養素を補給
  するものをいいます。
・飼料は、「濃厚飼料」と「粗飼料」に大別されます。

〇飼料安全法上では・・・
 家畜等の栄養に供することを目的として使用されるものを「飼料」、特定の目的
のために飼料に添加して使用するものを「飼料添加物」といいます。

飼 料
自給率26%（R4、概算）

粗飼料
自給率78%（R4、概算）

・牧草（生、乾草、サイレージ）
・稲わら、麦わら
・青刈りとうもろこし、稲WCS

濃厚飼料
自給率13%（R4、概算）

・穀類（とうもろこし、麦、マイロ、飼料用米等）
・副産物（そうこう類、植物性油かす、動物質性飼料等）
・食品循環資源利用飼料（エコフィード）

飼料添加物
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・とうもろこし

・小麦

・アルファルファ（牧草）

・稲（稲わら、飼料用米、米ぬか）

・大豆（大豆油かす）

・なたね（なたね油かす）

・綿（綿実、綿実油かす）

・甜菜（ビートパルプ）

サイレージ配合飼料

綿実

とうもろこし

飼料に使われる作物
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果実、野菜等

食品

果実・野菜を絞った後
の残さや端材

加
工

りんごジュースかす 馬齢しょでん粉かす

※ 魚粉（動物に由来するたん白質）は、飼料安全法の規定により牛への給与が禁止

飼料

魚 粉※

加工食品の残さを活用した飼料の例
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遺伝子組換え飼料及び飼料添加物への対応

・平成15年、飼料安全法※に基づき、

安全性確認を法的に義務化。

※ 飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令

（平成15年４月１日施行）

・安全性確認を受けていない遺伝子組
換え飼料等や、これらを原材料に用い
た飼料等の製造・輸入・販売は、飼料

安全法に基づき禁止。
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＜安全性確認の手続き＞

遺伝子組換え飼料・飼料添加物は、安全性に関する確認を受ける必要がある。



安全性に関する確認が終了した遺伝子組換え飼料

○安全性を確認した遺伝子組換え飼料

なたね 20品種 除草剤耐性、雄性不稔性、稔性回復性、
長鎖多価不飽和脂肪酸含有

とうもろこし 34品種 害虫抵抗性、除草剤耐性、高リシン、
α-アミラーゼ産生性、乾燥耐性 等

だいず 19品種 除草剤耐性、高オレイン酸、害虫抵抗性、
ステアリドン酸産生性、線虫抵抗性 等

わた 21品種 害虫抵抗性、除草剤耐性

てんさい 3品種 除草剤耐性

アルファルファ 3品種 除草剤耐性、低リグニン

じゃがいも 4品種 アクリルアミド産生低減、打撲黒斑低減、
疫病抵抗性

計 104品目
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安全性に関する確認が終了した遺伝子組換え飼料添加物

○安全性を確認した遺伝子組換え飼料添加物
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リボフラビン 1品目

フィターゼ 9品目

塩酸L-リジン 3品目

25-ヒドロキシコレカルシフェロール 1品目

アルカリ性プロテアーゼ
1品目

ムラミダーゼ 1品目

計 16品目



・食用で流通するものであっても、加工食品の残さなどが、
飼料として利用される可能性があります。

・このため、遺伝子組換え技術を利用して得られた作物に
ついて、食品として利用が検討されている場合には、そ
のまま飼料として利用することを意図していない場合で
あっても、飼料としての安全性確認を受ける必要がある
ことをご案内しています。

飼料安全の観点からの手続きについて
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